
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の成分Ａ）～Ｃ）を含んで成るポリマー混合物。
Ａ）ポリアルキレンフタレート、
Ｂ）ａ）スチレン、α－メチルスチレン、芳香核を１個又は複数個のハロゲン原子で又は
有機基で置換したスチレン、又はこれらの混合物と、ｂ）アクリロニトリル、メタクリロ
ニトリル、メタクリル酸メチル、無水マレイン酸、Ｎ－置換マレインイミド、又はこれら
の混合物とをｃ）ゴム基幹にグラフト結合させてなるビニル芳香族炭化水素－（メタ）ア
クリロニトリル－ゴムに基づくグラフト共重合体、及び
Ｃ）分子量１０，０００～３００，０００のポリカプロラクトンからなる直鎖状脂肪族ポ
リエステル、次式の有機リン酸エステル又は両者の混合物。
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
（式中、Ｒ 1、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4はそれぞれ、相互に独立して選択されたハロゲン原子で又は
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アルキル基で置換され得るアリール基を表わし、Ｘはアリーレン基であり、ｍ１、ｍ２、
ｍ３、ｍ４はそれぞれ、相互に独立して０又は１であり、Ｎは１、２、３、４の何れかの
値を有する。）
【請求項２】
ポリアルキレンフタレートが、テレフタル酸及びブタン－１，４－ジオールから誘導され
た単位を７０モル％を超えて含む、請求項１のポリマー混合物。
【請求項３】
当該ポリマー混合物中の成分Ａ）、Ｂ）及びＣ）の合計重量に基づいて、５０～９０重量
％のポリアルキレンフタレート、１０～４０重量％のビニル芳香族炭化水素－（メタ）ア
クリロニトリル－ゴムに基づくグラフト共重合体、及び１～１０重量％の直鎖状脂肪族ポ
リエステルを含む、請求項１のポリマー混合物。
【請求項４】
当該ポリマー混合物中の成分Ａ）、Ｂ）及びＣ）の合計重量に基づいて、６０～８０重量
％のポリアルキレンフタレート、２０～３０重量％のビニル芳香族炭化水素－（メタ）ア
クリロニトリル－ゴムに基づくグラフト共重合体、及び２～８重量％の直鎖状脂肪族ポリ
エステルを含む、請求項１のポリマー混合物。
【請求項５】
Ｒ 1、Ｒ 2、Ｒ 3、Ｒ 4がフェニル基であり、ｍ１、ｍ２、ｍ３、ｍ４が全て１であり、Ｘが
フェニレン基であり、Ｎが１である、請求項１のポリマー混合物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、ポリアルキレンフタレートと、ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニト
リル－ゴムに基づくグラフト共重合体と、直鎖状脂肪族ポリエステル又は有機リン酸エス
テル又はこのポリエステルとリン酸エステルとの混合物と、を含んで成るポリマー混合物
に関する。なお本明細書で「（メタ）アクリロニトリル」と表記された場合は「メタクリ
ロニトリル及び／又はアクリロニトリル」を意味するものとする。
【０００２】
【従来の技術】
ポリアルキレンフタレートと、ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－ゴム
に基づくグラフト共重合体と、を含んで成るポリマー混合物は広く知られている。ＥＰＯ
公開特許第　０　０２２　２１６号は、ポリアルキレンフタレート、即ちポリブチレンテ
レフタレートと、ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－ゴムに基づくグラ
フト共重合体、即ちＡＢＳの特殊型と、を含んで成る耐衝撃性ポリマー混合物を記載する
。
【０００３】
本発明は、ポリアルキレンフタレートとビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリ
ル－ゴムに基づくグラフト共重合体との公知配合物と比較して優れた諸特性を有する、ポ
リアルキレンフタレートとビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－ゴムに基
づくグラフト共重合体とを含んで成るポリマー混合物を扱う。
【０００４】
また本発明は、曲げ弾性率がより低く、低温衝撃強さ及び耐熱性に優れたポリマー混合物
を扱う。
本発明のポリマー混合物は、上述のポリアルキレンフタレート及びビニル芳香族炭化水素
－（メタ）アクリロニトリル－ゴムに基づくグラフト共重合体のほか、特有のものとして
選択された第三の成分、即ち直鎖状脂肪族ポリエステル又は有機リン酸エステルを含んで
成る。
【０００５】
英国特許第　２　１４６　６４８号は、ポリエチレンテレフタレートを主成分とする組成
物中での、エポキシ化不飽和トリグリセリド可塑剤とポリカプロラクトンとの併用法を記
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載する。この併用により、可塑剤の単独使用の場合とは逆に衝撃強さが向上するとされる
。このことは、英国特許第　２　１４６　６４８号に於て、室温での衝撃強さの測定によ
り証明されている。
【０００６】
本発明では、ポリアルキレンフタレートとビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニト
リル－ゴムに基づくグラフト共重合体とを含んで成る組成物中に、例えばポリカプロラク
トンのような直鎖状脂肪族ポリエステル、又は、有機リン酸エステルを含めると、広い温
度範囲に亙って衝撃強さに悪影響を及ぼすことなく、曲げ弾性率を低下させることが判明
した。本発明のポリマー混合物では、英国特許第　２　１４６　６４８号に記載されたよ
うなエポキシ化不飽和トリグリセリド可塑剤を含ませずに、上記の効果が達成された。

本発明のポリマー混合物は、少なくとも以下の各成分を含んで成る。
【０００７】
Ａ）ポリアルキレンフタレート
Ｂ）ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－ゴムに基づくグラフト共重合体
Ｃ）直鎖状脂肪族ポリエステル又は有機リン酸エステル又は両者の混合物。
更に、本発明のポリマー混合物は、常用の添加物をも含み得る。
Ａ．ポリアルキレンフタレート
本発明は、アルカンジオール及び芳香族ジカルボン酸から誘導された単位を有するポリア
ルキレンフタレートを含んで成るポリマー混合物に関する。このポリアルキレンフタレー
トは、１種又は複数種のアルカンジオール化合物から誘導された単位を含み得る。また、
このポリアルキレンフタレートは、１種又は複数種の芳香族ジカルボン酸から誘導された
単位をも含む。アルカンジオールに加えて、このポリアルキレンフタレートは、１種又は
複数種の、その他のジオール化合物又はポリオール化合物から誘導された単位を含み得る
。
【０００８】
ポリアルキレンフタレートは、通常、随意選択により存在するその他のジオール化合物又
はポリオール化合物から誘導された単位に対し、過剰の、アルカンジオールから誘導され
た単位を含む。適切なアルカンジオール化合物は、例えば、エタンジオールやブタン－１
，４－ジオールである。また、このポリアルキレンフタレートは、芳香族ジカルボン酸か
ら誘導された単位に加えて、その他のジカルボン酸又はポリカルボン酸から誘導された単
位をも含み得る。しかし、酸から誘導された単位の大部分を、芳香族ジカルボン酸から誘
導された単位とした方が好適である。適切な芳香族ジカルボン酸は、テレフタル酸とイソ
フタル酸であり、好適にはテレフタル酸である。
【０００９】
ポリアルキレンフタレートとして、好適には、テレフタル酸及びブタン－１，４－ジオー
ルから誘導された単位を７０モル％を超えて含むポリアルキレンフタレートが使用される
。また、２種以上の相異なるポリアルキレンフタレートの混合物を使用することもできる
。
Ｂ．ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－ゴムに基づくグラフト共重合体
本発明のポリマー混合物は、ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－ゴムに
基づくグラフト共重合体を含んで成る。このビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニ
トリル－ゴムに基づくグラフト共重合体は、好適には、（１）　スチレン及び／又はα－
メチルスチレン及び／又は芳香核を１個又は複数個のハロゲン原子で又は有機基で置換し
たスチレンと、（２）　メチルアクリロニトリル及び／又はアクリロニトリル及び／又は
無水マレイン酸及び／又は無水マレイン酸の誘導体及び／又はアクリルモノマーと、の混
合物をゴム（３）　上にグラフト結合させることにより得られる生成物である。ゴムは好
適にはブタジエンゴムである。
【００１０】
更に、本発明のポリマー混合物は、（１）　スチレン及び／又はα－メチルスチレン及び
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／又は芳香核を１個又は複数個のハロゲン原子で又は有機基で置換したスチレンと、（２
）　メタクリロニトリル及び／又はアクリロニトリル及び／又は無水マレイン酸及び／又
は無水マレイン酸の誘導体及び／又はアクリルモノマーと、で構成された共重合体をも含
み得る。
【００１１】
本発明のポリマー混合物は、上述のような、スチレン共重合体とスチレングラフト重合体
との混合物をも含み得る。
Ｃ．直鎖状脂肪族ポリエステル又は有機リン酸エステル
適切な直鎖状脂肪族ポリエステルは、例えば、英国特許第　２　１４６　６４８号に記載
されたようなポリカプロラクトン化合物である。斯かる化合物は、１０，０００～　３０
０，０００の分子量（数平均）を有し得る。
【００１２】
特に適切な有機リン酸エステルは、下式を有する化合物である。
【００１３】
【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１４】
式中、Ｒ１ 　、Ｒ２ 　、Ｒ３ 　、Ｒ４ 　はそれぞれ、相互に独立して選択されたハロゲン
原子で又はアルキル基で置換され得るアリール基を表わし、Ｘはアリーレン基であり、ｍ
１　、ｍ２　、ｍ３　、ｍ４　はそれぞれ、相互に独立して０又は１であり、Ｎは０、１
、２、３、４の何れかの値を有する。好適には、Ｎ＝１である。
本発明のポリマー混合物中での各成分Ａ、Ｂ、Ｃの相対量は広範囲に亙って変化し得る。
本発明のポリマー混合物は、ポリアルキレンフタレートを、好適には５０～９０重量％、
更に好適には６０～８０重量％含み、ビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル
－ゴムに基づくグラフト共重合体を、好適には１０～４０重量％、更に好適には２０～３
０重量％含み、直鎖状脂肪族ポリエステルを、好適には１～１０重量％、更に好適には２
～８重量％含む。上記の各量は、ポリマー混合物中のＡ、Ｂ、Ｃの合計重量による総合量
に関して表記されている。
【００１５】
本発明のポリマー混合物は、ポリマー混合物の常用の調製法、例えば、溶融配合、押出し
機中での配合等により調製され得る。
本発明のポリマー混合物は、酸化防止剤、充填剤、強化用充填剤、安定剤、染料及び顔料
、可塑剤、離型剤、滑剤、帯電防止剤、難燃剤等のような常用の添加物を含み得る。
【００１６】
本明細書で触れた特許（及び出願中特許）は全て、参照により本願中に取り入れられる。
【００１７】
【実施例】
各実施例で、以下の各成分が使用された。
ＰＡＰ：　ブタンジオールと、テレフタル酸又はそのジメチルエステルと、から誘導され
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た単位を　１００モル％で含み、フェノールと１，１，２，２－テトラクロロエタンとの
混合物（６０：４０）中で２５℃に於て測定された固有粘度が　１．１８　ｍＬ／ｇであ
る、ポリブチレンフタレート。
ＶＭＧＲ：　スチレン及びアクリロニトリルをグラフト結合させたブタジエンゴムで実質
的に構成され、ゴム含有量が約６５％である、ＡＢＳグラフト共重合体。ＬＡＰ：　分子
量（数平均）が約５０，０００であるポリカプロラクトン。
ＤＰ：　式（１）を有し、式中、Ｒ１ 　、Ｒ２ 　、Ｒ３ 　、Ｒ４ 　がフェニル基を表わし
、ｍ１　、ｍ２　、ｍ３　、ｍ４　が全て１であり、Ｘがフェニレン基であり、Ｎの平均
値が約１である、リン酸エステルの混合物。
ＳＴＡＢ：　慣用の安定剤パッケージ。
【００１８】
上述の諸成分は、平均温度設定を　２４０℃とした二軸押出し機で同時に配合された。押
出し物はペレット化された。
ＤＩＮ　５４８１１　に従って、　２６０℃及び剪断速度１５００／秒に於ける溶融粘度
が測定された。
曲げ弾性率（ＩＳＯ　１７８　による）、及び、零下２０℃に於けるアイゾット法ノッチ
付き衝撃強さ（ＩＳＯ　１８０　による）を測定するために、上記で得たペレットから試
験用のプレート及び棒が射出成形された。
【００１９】
高温たるみは、『ポリマー工学と科学』（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　ａ
ｎｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ）　、１９９３年２月、第３３巻、第４号、第　２４８～　２５２
頁の、Ｊ．Ｔ．　Ｋｅｍｐｔｈｏｒｎ「ポリプロピレンの耐熱性を測定するためのオーブ
ン高温たるみ法の使用」（Ｔｈｅ　Ｕｓｅ　ｏｆ　Ｏｖｅｎ　Ｈｅａｔ　Ｓａｇ　ｔｏ　
Ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ　Ｈｅａｔ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　ｉｎ　Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅ
ｎｅｓ）　に概説された一般的原理に従って決定された。測定用試験棒は、ＩＳＯ／Ｄｉ
ｓ　３１６７方式に従って射出成形された。棒は、自由張り出し部分が　１４０ｍｍとな
るようにして、その門形の側部がクランプで固定された。棒及びクランプは、　１２０℃
の熱風循環炉内に１時間放置された。１５分間冷却した後、棒の先端の変位量がミリメー
タ単位で測定された。各サンプルについてこの試験を２回ずつ行ない、それらの平均値を
「高温たるみ」として報告する。
【００２０】
試験された組成物、及び、得られた結果を以下の表Ａに記す。
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実験番号１及び２のポリマー混合物は、溶剤型塗料又は水性塗料系の何れかの塗装を必要
とする物品の製造にも（下塗り剤なしの場合でも）適していた。塗料は両種別とも、上記
の両物品に対し良好な接着性を示した。実験番号３の組成物は適性に劣る。
【００２１】
上述のポリアルキレンフタレートとビニル芳香族炭化水素－（メタ）アクリロニトリル－
ゴムに基づくグラフト共重合体とを含むが、直鎖状脂肪族ポリエステルを含まないポリマ
ー混合物中で、他の公知の市販可塑剤を多数試験した。
試験したのは以下のものである。ポリα－オレフィン、四安息香酸ペンタエリトリトール
、極性改質低分子量ポリプロピレン。ポリα－オレフィンを含ませた組成物を使用すると
、高温たるみが約１０ｍｍと大きく、不適当であった。四安息香酸ペンタエリトリトール
を含ませた組成物は、高温たるみが約１０ｍｍで、曲げ弾性率は１６２０と高かった。ポ
リプロピレンを含ませた組成物は、曲げ弾性率が１５２２であった（過度に高い）。
【００２２】
試験された上記の各可塑剤の中で、直鎖状ポリエステル又はリン酸エステルを使用した場
合と同様の、諸特性の良好な組み合わせを提供した可塑剤はなかった。
直鎖状脂肪族ポリエステルを使用することにより、前記の実験番号２の組成物に示された
ように、高温たるみが小さく、曲げ弾性率が低く、低温でのアイゾット衝撃強さに優れ、
溶融粘度が良好で、且つ、塗装性に優れたポリマー混合物を得ることができる。
【００２３】
有機リン酸エステルを使用することにより、高温たるみが小さく、曲げ弾性率が低く、低
温衝撃強さに優れたポリマー混合物が得られる。
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